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奈良経済産業協会及び会員

企業並びに関係機関の皆様に

は、平素より労働行政の推進

にご理解・ご協力を賜ってお

り、厚く御礼を申し上げます。

　奈良県においては、他の多

くの自治体同様に、少子高齢

化に伴う生産年齢人口の減少

という構造的な課題に直面し

ています。　

令和７年度は大阪・関西万

博の開催により観光業を中心とした経済効果や求

人の増加などが見込まれていますが、そのメリッ

トを享受するためにも、人材確保は喫緊の課題と

なっています。

大阪府や京都府への通勤利便性が高いがために

県内の人材確保が困難になるといった状況を克服

するため、魅力ある職場づくりを目指し必要な施

策を進めてまいりたいと考えています。

今年度、奈良労働局では『働きやすい奈良』を

キャッチフレーズに３つの最重点施策を掲げてい

ます。

まず１点目は「人材不足、人材確保への支援」

です。求人者との「顔の見える関係」を構築し、

付加価値の高い求人充足支援に重点的に取り組ん

でいます。

特に人材不足が深刻な分野については、県内２

か所のハローワークに「人材確保対策コーナー」

を設置し、きめ細かな職業相談を実施しています。

併せて、地方自治体、労働団体等関係機関と連

携し、仕事内容の詳細や当該分野の魅力等の情報

発信を積極的に行っています。

２点目は「最低賃金・賃金の引上げに向けた支援、

非正規雇用労働者への支援」です。
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生産性向上や非正規雇用者の処遇改善に取り組

む中小企業を支援する「賃上げ支援助成金パッケ

ージ」として積極的に周知しています。

併せて、同一労働・同一賃金の実現に向けた取

組を引き続き進めてまいります。

３点目は「多様な人材の活躍促進と職場環境改

善に向けた取組」です。

働く人がその能力を高め、企業の生産性を向上

することで収益・所得を増やし、働く人及び企業

の次の成長の機会を生み出すことができる成長と

分配の好循環が必要となっています。

育児・介護をしながら働く労働者、女性労働者、

障害者、高齢者、外国人など、多様な人材が活躍

できる就業環境の整備を推し進めるとともに、併

せて、職場環境改善に向けた取組として、フリー

ランスの方も含めた、すべての働く人を対象とし

た施策を展開しています。

なかでも、「働きやすさ」の鍵となる長時間労働

の抑制については、労働基準監督署にて編成した

「労働時間相談・支援班」が「奈良働き方改革推進

支援センター」をはじめとする関係機関とも連携

しつつ、きめ細かな相談・支援に努めてまいります。

　奈良労働局では、地域における唯一の総合労働

行政機関として地域に貢献し信頼されることを目

指し、労働局・労働基準監督署・ハローワークが

一体となり業務を推進しています。

インターネットを利用して利便性・行政サービ

スの向上を図るとともに、利用者の立場に立った

親切で分かりやすい窓口対応を心掛けていますの

で、何かありましたら、労働局・労働基準監督署・

ハローワークにご相談願います。

引き続き、奈良経済産業協会及び会員企業並び

に関係機関の皆様のご理解とご協力をどうぞよろ

しくお願いいたします。

　    巻 頭 言   　   　『 働きやすい奈良 』 を目指して

奈良労働局
局長

 石崎琢也氏
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【第２部：特別講演】

　富士フイルムビジネスイノベー

ション㈱デバイステクノロジー事

業本部 資源循環戦略推進部 戦略

推進グループ長の岡崎仁様から、

『資源循環に向けた複写機事業に

おける再生複合機の製造（再生）

工程改善の取組』と題し、ご講演

頂きました。

　同社では再生複合機事業に取組んでおられ、そ

の再生複合機の製造（再生）工程における現場改善・

取組事例をご解説頂きました。

【講演要旨】

　使用済み複合機は顧客利用履歴を元に、リユー

ス可能と判断したものを再生工場に集めている。

　機器固有の使用情報を確認し、部品交換の是非

を判断すると共に、再生工程で使えるか判定し、

清掃・交換・組立を行い、新造機と同じ検査工程

を経て、品質が保証された新品の製品として出荷

される。

　リユース部品は重量比で最大 84％使用されてお

り、CO2 排出量は約 53％削減できている。

　外装等のプラスチック部材もブラスト加工技術

により、傷つけずに黄変部を除去することができ、

リユース率も 80％に向上させている。

　再生工程で回収機を分解し、清掃した部品をス

トアに集め、再度ラインで組み立てるのではなく、

取り外した部品は順次清掃または交換し、複数あ

る工程順に合わせ、再生時間により平行的に作業

を進め、直接組み戻して１台ごと組み立てていく、

セル生産方式の様に製造を行っている。

　限りなく「廃棄ゼロ」を目指し資源循環を進め、

2000 年以来再資源化率 99.5％以上を達成しいる。

　効率的な再生工程を活かし、海外からの回収・

資源循環も可能で、経済合理性を維持して、 再生

機により、一層の資源循環を進めていきたい。

　ＱＣサークル活動を中心に、現場力の向上に向

けた業務改善、職場改善等の取組みの中から、特

に成果のあげられた事例発表を通して、改善活動

の大切さを共に考える場として「改善事例発表会」

を開催致しました。

【第１部事例発表】

　会員企業 3 社からご発表を頂き、ＱＣサークル

近畿支部大阪・近畿南地区顧問の北野邦弘様に講

評を頂きました。各事例の概要は次の通りです。

事例１．㈱ジェイテクト奈良工場　

    　　　  　ファンキーダルマーズサークル

 テーマ：『社有車使用申請リードタイム短縮』

（概要）社用車を使用する

為の申請にアプリを導入

することで、事前の空き

状況の確認から申請結果

通知までを全てアプリ内

で完結させ、ペーパーレ

ス化や時間短縮だけでな

く、申請管理担当者の工数ゼロ化にも成功した事

例。申請する側の目線で考え、使いやすいアプリ

の製作に尽力された。

事例２．大和ハウス工業㈱奈良工場 ものづくり課

 テーマ：『住宅系 梁自動積載装置の導入による

           　　　　　　　フォークリフト削減』

（概要）住宅の梁を運ぶ為のフォー

クリフト作業について、梁自動積

載装置を導入することで、フォー

クリフトの使用削減に成功した事

例。フォークリフト作業に伴う安

全面でのリスク回避に繋げると共

に、フォークリフト充電の電力量

削減にも成功した。

事例３．㈱理研計器奈良製作所 ＲＮガス検チーム

　テーマ：『作業改善による作業工数 10％削減』

（概要）センサユニットの漏れ試

験方法の改善や預託倉庫の送り状

貼り付け作業の改善、アダプタ取

り付け方法の改善により、全体の

工数削減に成功した事例。今回は

目標達成には届かなかった項目も

あったが、再度、問題点を深堀し

て未解決項目を改善していくという強い信念が感

じられた。

第 35 回改善事例発表会

　モノづくり委員会主催（R7.5.21)

㈱ジェイテクト

薮内園美氏 藤木香奈氏

富士フイルムビジネスイノベーション㈱

岡崎 仁 氏

大和ハウス工業㈱

筒井健太氏

㈱理研計器奈良製作所

西嶋耀佑氏



－ 3－



経営者懇話会
　　　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催 (R7.5.9）
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　第２回経営者懇話会は、大阪

大学免疫学フロンティア研究セ

ンター招へい教授で大阪大学名

誉教授の宮坂昌之様から、『健康

寿命を延ばすには？ 健康をめぐ

るいくつかの誤解』をテーマに、

ご講演頂きました。

　ご講演の要旨は、以下のとお

りです。

　「健康寿命の考え方が着目され

ている。奈良県の平均寿命は全

国で男性３位・女性 11 位と上位だが、健康寿命で

は男性 23 位・女性 39 位と決して良くない結果と

なっている。健康寿命を延ばす一層の努力が大事。

　健康寿命を阻害する要介護について、一番の原

因は認知症で、日本の 65 歳以上の認知症の割合は

20％と先進国で最も高くなっている。実際に、死

因に起因するものとして認知症等がトップである。

　認知症以外にも免疫力の低下が影響し、新型コ

ロナでは、30 歳年代から免疫力の低下が見られ、

死亡者の割合も 30 歳以降から増加している。

　免疫力が下がると感染も増え、認知症リスクが

上昇して仕事の精度も下がる等、社会にとっても

健康寿命を延ばすことが重要である。

　免疫力の低下・認知症リスクの増加への対策は、

比較的容易な“運動”を習慣化することである。

　運動で心肺能力が上がり、認知症リスクは反比

例して下がり、認知症の発症リスクが下がる。

　運動には歩くことが有効で、歩行速度が速いと

長生きする傾向にあり、1 日 8000 歩以上のウォー

キングは週１・２度でも死亡率低下をもたらす。

　特定の食べ物やサプリメントに頼りすぎること

なく、健康に関する“誤解”による誤った健康知

識は「怪我のもと」である。個人ごとに合った生

活習慣・運動習慣を持ち、健康リテラシーを高め

ていくことが大事。」とお話頂きました。

大阪大学免疫学

フロンティア研究センター

大阪大学名誉教授

宮坂昌之氏

　環境 ISO の規格で求められる

内部監査に関して、教育訓練の

一環として、内部監査員の力量

の担保や向上と共に、ISO に関

係する社員・責任者の認識を補

完しあう、内部監査員の養成を

目的に、恒例の環境 ISO 内部監

査員養成講座を 2 日間コースで

開催しました。

　講師には、審査機関で審査員

として活躍されると共に、企業の認証取得コンサ

ルタントとしても活動されている、伊田ＩＳＯ事

務所 代表 伊田嘉昌様にお願いし、ご自身の経験

を踏まえて、「監査する側」と「監査される側」の

双方の視点から熱心にご指導を頂きました。

　研修では、規格の要求事項の解説と共に、マネ

ジメントシステムとして経営に寄与できるように、

効果を上げるために内部監査の重要性など、具体

的な事例を含めて学びました。

　また、演習では、監査におけるチェックシート

作成や現場監査事例からの不適合抽出、監査後の

是正処置報告書の作成など、実際に行う内部監査

の手順に沿って、内部監査の計画作成から監査結

果報告までの一連の流れを、より実践的な内容で

実施しました。

　個人演習として、法令・規制要求事項に関する

問題や監査で起きた事例から、監査チームリーダー

として、必要な対応を考えるなど、監査における

重点項目の再確認を行いました。

　最後に修了試験を行い、合格者には協会認定の

修了証を発行しました。公的効力はありませんが、

社内で内部監査員を任命するときの資格根拠とし

てご利用頂くことが出来ます。

　今後も、ISO 認証取得・維持活動の多角的な支

援と共に、より効果的な内部監査に向けて実践的

に取り組んで参りたいと思います。

環境 ISO 内部監査員養成講座
                     人材育成委員会主催 (R7.5.14-15）

伊田ＩＳＯ事務所
代表

伊田嘉昌氏
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係長主任者研修
　　　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (R7.5.15）

　チームとして成果を出してい

く上で、現場実務の中心である

係長職・主任職の役割は大変重

要です。自身の役割を再確認す

ると共に、実践力を高めながら、

チームにおけるリーダーシップ

を発揮するべく「係長・主任研修」

を開催致しました。

　講師は、当会の管理者・リー

ダーの人材育成や人事管理・採

用活動の支援でご指導を頂いているＳＡＰ　代表

　松本 治 様にお願いしました。

　現場のリーダーとして、何を期待されているか

を理解し、役割遂行のための強みと課題を整理す

ると共に、チームが目指す方向を明確にし、常に

全体とどう繋がっているかを考えながら業務を進

めていく大切さを考えました。

　また、チームで成果をあげるため、達成すべき

目標を共有しながら、メンバー間の信頼関係を構

築し、各メンバーが果たすべき役割を明確にして

達成意欲を高め、チームとしての意識を高めるプ

ロセスや留意点について具体例を挙げてご指導を

頂きました。

　指導する上で、必要なコミュニケーションのあ

り方や、モチベーションの基本や関係を整理しな

がら、モチベーションを高める方法と共に、指導

での誤解のリスクに注意し、日頃から後向きの言

葉を使わないようにして、前向きさを引き出す対

話スキルを詳しく学びました。

　実際の指導においては、相手に対して何をイン

プットするのかを明確にして説明・確認しながら、

求めるアウトプットを引き出す質問を活用するこ

とで、効果を上げる方法をご解説頂きました。

　チームとして成果を上げるため、コミュニケー

ションを深め、モチベーションを高めていく指導

のあり方について、今後も取り組んで参ります。

ＳＡＰ

代表

松本 治 氏

職場改善研修（基礎）
　　　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (R7.6.3）

　現場力を高める手段として、

職場改善活動（サークル活動等）

は大変有効且つ重要です。

　職場改善活動を進める上で、

基本となる考え方や具体的な活

動の進め方、基礎的なＱＣ手法

について学ぶべく、「職場改善活

動研修会（基礎編）」を開催致

しました。

　講師には、改善事例発表会で

ご指導いただいておりますＱＣサークル近畿支部 

大阪・近畿南地区顧問の北野邦弘氏にお願いしま

した。

　研修内容は、品質管理の基本的な考え方と共に、

①ＱＣ的なモノの見方・考え方、②小集団による

職場改善を進める上での勘所、③具体的な職場改

善活動への取り組み方、④問題解決と課題達成の

手順、⑤改善活動によるＱＣ手法やデータの取り

方など、事例を交えて説明いただきました。

　演習では、課題の要因毎に層別したデータを大

きい順に並べて優先順位を見つけ出す「パレート

図」や、課題に対して人や機械等の視点から要因

を分析し体系的にまとめる「特性要因図」の作成・

活用方法を学びました。

　また、グループ演習は、昔懐かしい「だるま落

とし」を成功させることを目的としたユニークな

内容で実施しました。

　だるま落としがうまくいかない要因を、「人・方

法・材料・環境」の観点から、グループで意見を

出し合いながら特性要因図を作って検討し、その

対策の立案・実施、効果の確認など、現場の問題

解決になぞられた一連の流れを実践的に学び、問

題を解決していくプロセスを体験しました。

　演習を通じ、実際の現場での課題解決の流れを

体験しながら、手法の意味と活用方法を理解する

ことができ、大変有意義な時間となりました。

QC サークル近畿支部

大阪・近畿南地区顧問

北野邦弘氏
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　就職問題連絡会は、来春の高

校卒業者の就職に関して、奈良

県高等学校等進路指導研究協議

会（高進協）の先生方と企業の

経営者・人事担当者が一堂に会

し、より良い求人求職環境の構

築を目指し、毎年意見交換を行っ

ております。

　基調報告として奈良労働局職

業安定部訓練課長の田川昭久様

から、「高校新卒者の来春の求人・求職状況」につ

いて次の通りご解説を頂きました。

　「令和７年３月の内定率は 99.3％で、前年同月

比 0.3 ポイントの上昇である。求人数は 13.3％増

の 2667 人で過去最高、求職者数は 4.1％減の 882

人で過去最小となった。進学率が 75.6％と高く、

就職希望者が減少するなど高卒者採用が厳しい状

況であったといえる。」とご説明いただきました。

　次に事務局より、来春新卒者の採用計画調査に

ついて、採用数は前年度と同等・増やす予定と回

答企業が併せて 66.7％となっており、企業の採用

意欲が高いことが報告された。

　また、高進協就職指導委員長 吉村典久先生から、

「就職に関する実態調査の報告より、就職先を決め

る上で、91.4％が職場見学に参加し、内 57.6％が

大いに参考になったと答えて、年々上昇している。

また就職先を決める上で自分の意思による判断が

最も高く、休日や福利厚生をより重視するように

なっている。」とお話頂きました。

　意見交換では、企業からは「企業を検討する際

の関心ある項目は？」との質問に、学校からは「初

任給や休日日数と共に、離職率をよく見ている。

また求人票だけでなく Web や SNS から情報を収集

している。」等々、活発な意見交換が行われました。

　名刺交換会では、企業・先生方が個々に採用・

求職についてより深く意見交換を行いました。

人事労務担当者セミナー
　　　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (R7.6.5）

　人事・労務に関する正しい知

識を習得し、業務効率・労務管

理の向上に役立てることを目的

に、恒例の「人事・労務担当者

セミナー」を開催しました。

　今年度も、新しく人事・労務

の担当者になられた方や改めて

人事労務の基礎を学びたい方を

対象として、労務管理の基礎と

実務のポイントを学ぶことを目的に全 4 回シリー

ズで開催します。

　講師は、社会保険労務士のアルメリア社会保険

労務士事務所　佐藤真琴 様にお願いしました。

　実際の事務手続き方法の解説と共に、普段何気

なく行なっている業務の意味や内容を改めて理解

して、人事・労務に関する業務の底上げにつなげ

ることをねらいとしています。

　スタートとなる第 1 回目は、労働保険（雇用・

労災）の提出書類の作成や社会保険（健康・厚生

年金）に必要な算定基礎届の計算・記入方法など、

この時期に求められる実務に役立てられる内容で

実施しました。

　それぞれの制度の概要と共に、資格の取得から

喪失までの手続きや、各種保険の支給手続きなど、

一連の流れに沿って、具体的にわかり易くご説明

頂きました。

　法律の意味・内容や改正点などを理解すると共

に、企業現場での実務の事例を交えながら、業務

として必ずしなければいけないポイントと、して

はいけないポイント等について詳しくご指導頂き

ました。

　次回以降は、「労働時間管理の実務」、「労働法規

の要点」、「賃金等に関する実務」の各テーマに沿っ

て開催するとともに、各会社の問題解決に繋がる

よう、講義終了後に個別の質疑応答を行って参り

ます。

アルメリア社会保険労務士事務所

佐藤真琴氏

　　　　就職問題連絡会　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (R7.6.19）

奈良労働局職業安定部
訓練課長

　田川昭久氏
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各    種   変   更

【役 職 変 更】

会社名 変更前 変更後

株式会社イムラ 取締役相談役　井村守宏 相談役　井村守宏

株式会社光洋物流 奈良支社 執行役員営業部長　大久保涼介 常務執行役員　大久保涼介

会社名 変更前 変更後

株式会社ウエダ
株式会社ウエダ
〒 639-2155　
　葛城市竹内 443 番地

ボックスＵＰ株式会社
〒 639-2115
　葛城市竹内 128 番地

シャープ株式会社奈良事業所
シャープ株式会社奈良事業所
常務執行役員　河村哲治

シャープ株式会社
スマートビジネスソリューション事業本部
事業本部長　徳山　満

株式会社奈良ホテル
株式会社奈良ホテル
代表取締役社長　原田隆太

株式会社ジェイアール西日本ホテル開発
常務取締役 兼 執行役員
奈良ホテル総支配人　原田隆太

西日本電信電話株式会社 奈良支店
西日本電信電話株式会社 奈良支店
支店長　浅井達之

ＮＴＴ西日本株式会社 奈良支店
支店長　仲山久美

【会社名・代表者等変更】

【住所変更】

会社名 変更前 変更後

ダイドウ商会
〒 630-812
　奈良市二条大路南 1-3-1 ミ・ナーラ4階
　TEL:0742-36-4635 FAX:0742-36-7239

〒 630-8441
　奈良市神殿町 476
　TEL:0742-94-5133 FAX:0742-94-5139

株式会社三菱ＵＦＪ銀行
〒 100-0005
　東京都千代田区丸の内 2丁目 7番 1号

〒 100-0005
　東京都千代田区丸の内一丁目 4番 5号

株式会社るーぷ
〒 631-0805
　奈良市右京 3丁目 19-24　PATIO 2F

〒 631-0805
　奈良市右京 1丁目 3-4
　サンタウンプラザ すずらん館 2F
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各    種   変   更

会社名 変更前 変更後

アサヒビール株式会社 大阪統括支社 大阪奈良支店 大阪奈良支店長　岸　勝宏 大阪奈良支店長　瀧本誠之

因幡電機産業株式会社産機カンパニー 奈良営業所長　坂本慎治 奈良営業所長　神薮吉宏

株式会社イムラ 取締役会長　井村義嗣 代表取締役社長　井村真輝

株式会社エヌテック 代表取締役会長　魚谷昌克 代表取締役社長　松浦弘樹

岡本株式会社 取締役会長　岡本哲治 代表取締役社長　岡本隆太郎

海保商事株式会社 代表取締役　海保和弘 代表取締役　海保人士

小山株式会社 秘書・広報室長　北村勝年 監査役　森川高行

ザ・パック株式会社 奈良工場 工場長代理　豊田司朗 工場長　山口哲生

三和澱粉工業株式会社 総務人事部　顧問　田中善彦 取締役　山本　裕

株式会社品川工業所 代表取締役社長　小笠原昭典 代表取締役社長　福井康至

株式会社下出商会 代表取締役　坂本　力 代表取締役　清水正之

商工中金 奈良支店 支店長　大川哲也 支店長　内田一平

スケーター株式会社 取締役会長　鴻池良一 代表取締役社長　鴻池総一郎

大光宣伝株式会社 代表取締役　山本博司 代表取締役社長　中田真美子

大和証券株式会社 奈良支店 支店長　望月健太 支店長　嶋本　央

株式会社十川ゴム 奈良工場 代表取締役社長　十川利男 代用取締役社長　十川忠正

株式会社トミカラー 代表取締役会長　冨川　悟 代表取締役社長　冨川卓也

有限会社ナイスケアサポート 代表取締役　井尻祥子 代表取締役　井尻怜志

株式会社中村 代表取締役　伊藤崇雄 取締役社長　野中哲也

奈交自動車整備株式会社 代表取締役社長　川邊経恭 代表取締役社長　深山秀晃

奈良近鉄タクシー株式会社 代表取締役社長　増本隆史 代表取締役社長　山野　豊

一般社団法人奈良県銀行協会 会長　橋本隆史 会長　石田　諭

奈良テレビ放送株式会社 代表取締役社長　長岡雅美 代表取締役社長　福野博昭

株式会社奈良ロイヤルホテル 代表取締役社長　山本俊祐 代表取締役社長　東　正教

ナント種苗株式会社 代表取締役社長　森井哲也 代表取締役社長　髙瀬雅庸

株式会社パソナ日本総務部奈良サービスセンター マネージャー　大角俊正 マネージャー　岡田いづみ

株式会社メモワージュ 代表取締役　山中弘行 代表取締役　山中宏亮

株式会社らくじ会 代表取締役会長　森山斗福 代表取締役　森山朋子

株式会社ロイヤルツーリスト 代表取締役　吉野福男 代表取締役　前田潤一

【代 表 者 変 更】


